
恵庭市では、どんぐり公園が1984年の開設から41年が経過し、施設の老朽化が進んでいることか
ら、公園に必要な機能を再検討し、目的や年齢層に合わせた効果的に利活用できる場として再整備を目
指し、昨年より検討を進めてまいりましたが、この度最終再整備計画案をまとめることができましたの
でご報告いたします。 
このお知らせは、アンケートや意見交換会に参加していただきご協力いただいた皆様へ感謝するとと

もに、今後どんぐり公園をご利用していただく方々に計画案策定の経緯と最終計画案を広くご報告する
ものです。 

恵庭市からのお知らせ
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お問い合わせ先 ：  恵庭市建設部 土木課      江田    ☎ 0123-33-3131(内 2443)

発行日：令和7年5月

第２回意見交換会のご意見を踏まえて最終案を作成 ⇒ 裏面へ

計画案については基本的に合意が得られた。下記の意見については部分的に修正可能か 

想定工事費等も踏まえて検討する。 

・再整備計画図の広場ゾーンと遊具ゾーンを園路ですみ分けするのではなく、現況とおりの形で花壇によるすみ
分けをしたほうが良い。もし花壇を今の位置から変えるのであれば、宿根草を数年かけてやっと植えて四季の
花々を楽しめるようにしたので、工事する際は配慮してほしい。 

・花壇は現在の高さの方が草とり作業が楽なので、現在のものが良い。 ⇒ 花壇存続。 
・落葉樹が多くあった公園で、毎年沿線住民は落葉拾いに苦慮していたが樹木を伐採していただき楽になった。
ただ、木陰が少なったため夏場の暑い時期に涼む場所が無くなったので、涼めるような施設が欲しい。（中央の
楡の木が残り、木陰ができるのであれば、それでも良い）⇒中央部の楡の木を残し、木陰にベンチを配置する。

・広場ゾーンの築山は冬場でもそり遊びをしている子がおり、無くすのはいかがなものかと感じる。⇒ 現在の
利用状況を考慮し存続する。 

・水飲み場はあるのか。⇒現在の位置にバリアフリータイプのものに入れ替えて設置。 
・全体を 30～70 ㎝程度土盛りしてしまうとボール遊びしている球が車道に飛んできて、子供の飛び出しにもなる
ことから、現況のとおり鋼製の外柵にしないとダメ。 ⇒ 再整備後の運用状況に合わせて対応する。 

・砂場は遊具アンケートでは、意見が少ないが毎日遊んでいる園児がいるので、残した方がいい ⇒ 配置を変
更して設置する。 

・遊具の配置は、巡回して利用できるようにした方が良い。 ⇒ 利用形態を考慮して配置する。 
・広くない公園なので園路はなくてもよい。 ⇒ 公園を横断する園路は設置しない。

・第１回意見交換会 

公園再整備の経緯及びスケジュール、アンケート結果の概要を報告し、ゾーニング図【現況踏
襲型】、【現況改修型】の２案を提示して最終整備計画案策定に向けた方向性の検討、意見交換を
行いました。

・第２回意見交換会 

「第 1回意見交換会」での皆さまからのご意見、設置遊具についてはかしわ第２幼稚園、ピッ
コロキッズから回答頂いたアンケート結果を受けて、工事予算額を考慮した再整備計画図（案）
を作成し、再整備の最終計画図へ向けてについて意見交換を行いました。 

≪令和7年度≫ ≪令和6年度≫ 



水飲み台

砂場

４連ブランコ

■ 計画のテーマ

導入施設のイメージ

どんぐり公園再整備計画図 

２ページ 

※工事実施の際、諸条件の変更等により内容変更の可能性があります。


